
題 名 あま市児童館運営委員会 

日 時 令和元年６月２４日（月）午後２時 

場 所 あま市甚目寺総合福祉会館 １階 会議室 
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小中学校 PTA 連絡協議会長（甚目寺東小学校 PTA 会長） 村 瀬 一 生 

欠席委員 子ども会連絡協議会長 小 林 直 也 

事務局 市 長 村 上 浩 司 

福祉部長 木 下 晶 代 

子育て支援課長 樋 口 誠 史 

子育て支援課主幹兼甚目寺西児童館長兼甚目寺中央児童館長 林   一 史 

甚目寺北児童館長兼七宝児童館長 浅 岡 久 美 

甚目寺南児童館長兼美和児童館長 深 見 訓 英 

美和児童館厚生員 伊 藤 千 恵 

甚目寺北児童館主査 花 木 逸 子 

甚目寺西児童館係長 吉 川 洋 正 

甚目寺中央児童館厚生員 片 岡 高 志 
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本日は何かとお忙しい中、ご参集賜わりまして誠に有り難うご

ざいます。定刻になりましたので、只今より、あま市児童館運営

委員会を開催致します。 

 本日お集まり頂きました皆様方は、お手元に配布致しておりま

すあま市児童館運営委員会規則 第４条 第１号から第３号に掲

げてございます関係機関の代表者としてお集まり頂いておりま

す。出席の委員数は１０名でございます。 

委員会規則 第８条 第２項の規定による委員の定数に達して

おりますので、只今より、あま市児童館運営委員会を開催致しま

す。  

なお、子ども会連絡協議会長の小林直也様におかれましては、

ご都合により本日の会議を欠席する旨のご連絡をいただいており

ますので予めご報告させていただきます。 

会議に入ります前に、本日の資料の確認をさせて頂きます。本

日の委員会次第と１ページから２８ぺージまでの番号を付した物

と児童館だより７月号が児童館６館分をお配りしてございます。 

落丁等の資料があれば、お申し出ください。 

なお、本日の会議終了後、会議録を作成しますので録音させて

いただきます。なお、市の公式ウェブサイトにおきましても会議

録を掲載することとなっておりますのでご了承おきください。 

 

それでは、市長より、ご挨拶を申し上げます。 

 

あいさつ 

  

 ありがとうございました。 

 市長は、この後、他の公務がございますので、ここで退席とな

ります。 

（市長退席） 

 

ここで今回、委員の皆様の交代がございましたので、資料１ペ

ージの委員名簿よりご紹介させて頂きます。 

（名簿順に紹介） 

次に、事務局の自己紹介をさせて頂きます。 

      自己紹介…福祉部長「木下」・主幹兼甚目寺西児童館長兼甚目 
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井村委員長 

 

寺中央児童館長「林」・甚目寺西児童館「吉川」・甚目寺中央児童

館「片岡」・甚目寺北児童館「花木」・甚目寺南児童館長兼美和児

童館長「深見」・美和児童館児童厚生員「伊藤」・甚目寺北児童館

長兼七宝児童館長「浅岡」でございます。最後ではございますが

子育て支援課長の「樋口」でございます。宜しくお願い致します。 

それでは、協議事項（１）委員長・副委員長の選任についてで

すが、委員長・副委員長が不在のため事務局で議事進行していき

たいと思います。選任につきましては、委員会規則 第６条の規

定に基づき、委員の互選によるものとなっております。 

どなたか、ご意見をお聞かせいただけますでしょうか。 

 

 民生委員・児童委員協議会長「井村委員」に委員長をお願いし

てはいかがでしょうか。 

 

ただ今、民生委員・児童委員協議会長「井村委員」に委員長を、

との声が有りましたが、ご異議ございませんか。 

 

（委員の中から「賛成・異議なし」の声あり） 

 

有り難うございました。異議なしとのことでございますので、

委員長には民生委員・児童委員協議会長「井村委員」にお願いす

る事と致します。 

委員長が決定したところで、委員長の職務代理として副委員長

をきめていただきたいと思います。 

それでは委員長からの指名ということで、どなたか指名してい

ただきたいと思います。 

 

それでは児童館運営委員会副委員長に教育委員会教育長職務代

理の堀江徹二郎委員にお願いしたいと思います。 

 

それでは副委員長には、教育委員会教育長職務代理の堀江徹二

郎委員にお願いしたいと思います。 

それでは、井村委員から、委員長就任のご挨拶をお願いします。 

 

 あいさつ 
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吉田委員 

 

 

有り難うございました。 

それでは、委員会規則第７条 第１項の規定により、委員長が

会議の議長となりますので、これ以降の議事の取り回しをお願い

致します。 

 

それでは、協議事項の（２）「平成３０年度 事業報告について」

を議題と致します。 

事務局から説明を、お願いします。 

 

七宝児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。 

美和児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。 

甚目寺中央児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。

甚目寺南児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。

甚目寺北児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。 

甚目寺西児童館「平成３０年度 事業報告」について、説明。         

 

ただ今、事務局より説明が有りましたが、何かご質問はござい

ませんでしょうか。 

 

質問よろしいでしょうか。児童館まつりの開催時期というのは、

どのように決まっているのでしょうか。美和児童館が５月に開催

していますが、他の児童館は７月、８月の開催なのに、どのよう

な理由で５月の開催なのか回答お願いします。 

 

 もともと児童館まつりが美和児童館で行われていた事業で、５

月の児童福祉週間に合わせて事業を行っており、また利用者のこ

とも考慮し、引き続き５月に実施しております。 

 

他の館は児童福祉週間には、どんな事業を行っていますか。 

 

他の館につきましては、７、８月と参加者が多く見込まれるた

め、この時期に児童館まつりを実施しております。 

 

 分かりました。 

 運営委員会の資料を事前にいただいているのですが、このよう

にたくさんの事業が網羅されたものを見ても、コメントが出し辛
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い。これらの事業を全て記載しなければならないのですか。 

 また、各事業について各館全く違うものなのですか。 

 

各館の児童厚生員が各地域の特性にあった事業を計画しており

ます。 

また、各館で情報交換等も行いそれぞれ良いところを取り入れ

て計画しております。 

 

 もう少し簡素化できないでしょうか。来年に向けて検討してい

ただきたい。 

 

 ありがとうございました。それでは事務局でもう少しまとめて

いただいて報告していただくということでお願いします。 

 

 分かりました。 

 

 

特にご質問も無いようですので、各児童館における平成３０年

度、事業報告については、事務局の説明の通りで、ご異議ござい

ませんでしょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、「平成３０年度 事業報告」は承認されました。 

続いて、（３）「令和元年度 事業計画（案）について」を議題と

致します。事務局から説明を、お願いします。 

 

七宝児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

美和児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

甚目寺中央児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

甚目寺南児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

甚目寺北児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

甚目寺西児童館「令和元年度 事業計画」について、説明。 

 

ただ今、事務局より説明が有りましたが、何かご質問ございま

せんでしょうか。 
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（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、「令和元年度 事業計画（案）」は承認されま

した。(４)その他で、何か事務局からありますか。 

 

質問よろしいでしょうか。 

 まず一点、個人または団体がボランティアで児童館の行事に参

加したいという希望があれば、参加できるのでしょうか。 

 二点目は、児童館の運営におきまして毎年の予算はいくらです

か。 

 三点目は、児童館の開館日ですが、名古屋市は日曜日が開館で、

月曜日は休館日になっております。あま市は日曜日が休館日とな

っております。利用者が多く見込まれる日曜日の開館を検討して

いますか。 

四点目は、児童館だよりですが各館独自のもので個性的ではご

ざいますが、事務職員の事務の簡素化を考えると統一のフォーマ

ットを検討してはどうでしょうか。 

 

事務局お願いします。 

 

 一点目についてですが、ボランティアで各事業に協力していた

だいている方としまして、主に児童館まつりで協力していただい

ている民生委員の方々です。現在のところそれ以外で協力してい

ただいてはいないのですが、子育て支援課においてもいろいろな

事業を展開していく中で、地域との繋がりを大事にして、委員の

意見を聞きその中で協力していただける事業を展開してことを検

討していきたいと思っております。 

 

 二点目についてですが、当該年度の児童館の予算額は全館で約

２７万円となっております。 

  

 三点目についてですが、今後利用者において日曜日の開館の必

要性があれば、その対応として行政側も検討していきたいと思っ

ておりますが、いまのところ現状のままでいきたいと思っており

ます。 

 四点目についてですが、児童館だよりはそれぞれの館の児童厚
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生員が、嗜好をこらして作成しておりますが、改善していくとこ

ろもあると思います。一度に変えることは難しいので、フォーマ

ットなど統一できるものがあれば、職員の事務の簡素化から検討

していきたいと思っております。 

 

ありがとうございます。 

 

ありがとうございます。他になにかご質問があればお願いしま

す。 

 

質問よろしいですか。 

親子の事業が日曜日に実施することが多いなか、市の行事の枠

組みの中で子供が行事に参加しやすい日程を考えるということで

検討してもらいたい。 

多くの親子が参加する行事を選択する際、日程がかぶらないよ

う、生涯学習課、スポーツ課と連携して計画していくことを検討

できないでしょうか。 

また、フォーマットの件ですが紙ベースでみると、色々なアイ

デアがあってもいいんですが、これをネットで横に並べて一緒に

見ると違和感があります。例えば上段の配置とカレンダーは横に 

したとき見易いと思います。 

 次に児童館だよりを各幼稚園、保育園の園児１人１人に配布し 

ていただけるといいと思います。 

 次に、児童館というものは、ここに記載してある事業をすると

ころですか。これ以外のことはやっていないのですか。 

 

 児童館というものは、子供の遊び場でもあり、子供の健全育成

を図るというのが主な事業ですけれども、お母さんもみえるので、

そのお母さんの児童相談的な場でもあると思っております。 

 

 児童厚生施設ですからこういった事業は付加的な事業であっ

て、児童館というのは、子供の日々の遊び場であり、お母さんの

相談の場であると思います。世の中大変危険になり、子供が集っ

て遊ぶ場所がなくなっていく中で、イベントを通じこのような遊

びをしていくのがいいと学びとして提供していくために、子供の

交流のきっかけになるために実施するものであって、児童館の本
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井村委員長 

来の事業というのは、日々の事業が基盤であって、それの活性化

のためにこういった事業がある。 

 したがって、これだけ出されることに去年も不満を言ったはず

です。 

 これは、事業としての報告だけれども、どのように、それぞれ

の児童館で地域の子供の居場所づくり、遊び場づくりをしていく

のか、あま市にはプレイランドもしくはプレイパークというもの

がないので、児童館が拠点のはずです。遊びの人がいて、先生で

もない、塾の人でもない、日常子供と関わることのできる大人が

いる、その中でどのように子供達の普段の生活を大事にしていく

かということが児童館の役割じゃないですか。だから、表ではな

く、こういう児童館を作っていきたい、こういう場を提供してい

きたいというのがあって、そのあとに行事として事業としてこう

いったことをやりますというのが本来の事業計画と思っているの

です。ですので、この事業に来た人数ではなく、トータルの来館

者数が知りたい。来館者目標数が欲しいということを次年度は考

えてほしい。 

 また、児童館運営規則を拝見してこの委員会の目的は基本的に

事業計画に関する事項を審議するためのもので、この時期に開催

するのはおかしい。２月とか３月に実施し、前年度と比較しなが

ら事業計画を練っていく。今年度の途中経過を報告するというの

が運営委員会の本来あるべき姿であり、始まった計画を審議する

ということに違和感があります。このことは、委員長と事務局で

検討して改善していただきたいと思います。 

 

事務局においても、事前に話をしておりまして、この時期とい

うことは大変気になっていました。次年度以降ですが、４月の当

初には開催したいと話をしておりました。今回開催時期が遅くな

りましたことは大変申し訳ございませんでした。 

それでは、資料の一番最後でございます２８ページの「平成３

０年度 あま市児童館利用者状況」について、館長からご報告さ

せて頂きます。 

 

平成３０年度 あま市児童館利用者状況について説明 

 

ただ今、事務局より報告がありましたが、何かご質問ございま



 せんでしょうか。 

 

特にご質問も無いようですので、本日、事務局より、提案され

た議題は、全て終了致しました。 

本日は、大変お忙しい中、ご参集賜わりまして有り難うござい

ました。 

これをもちまして、あま市児童館運営委員会を閉じさせて頂き

ます。ご協力、有り難うございました。 

 


